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申請事案

申請種別 混雑空港運航許可申請

申請受理年月日 申請受理 令和２年１月２２日

申請者 株式会社ソラシドエア

申請内容 福岡空港を使用して運航を行うことの許可申請

備 考 運航開始の予定期日 令和２年３月２９日

航空局航空ネットワーク部航空事業課

令和２年２月６日

審議事案
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混雑空港運航許可申請の概要
１．申請者

◯名 称 ： 株式会社ソラシドエア

◯代 表 者 ： 代表取締役社長 髙橋 宏輔

◯本社所在地 ： 宮崎県宮崎市大字赤江 宮崎空港内（宮崎空港ビル２階）

２．申請事案の種類

◯混雑空港運航許可（福岡空港）

３．運航計画の概要

◯路 線 ： 福 岡 ＝ 那 覇

◯使用空港 ： 福岡空港、那覇空港

◯運航回数 ： １往復／日

◯発着時刻

４．運航開始の予定期日 ： 令和２年３月２９日

運航路線 発 着 備考 運航路線 発 着 備考

福岡－那覇 13:35 15:25 那覇－福岡 11:10 12:55
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申請者（株式会社ソラシドエア）の概要

本社所在地 宮崎県宮崎市大字赤江宮崎空港内（宮崎空港ビル２階）

設立時期等

平成 ９年 ７月 ３日 会社設立

平成１４年 ５月２１日 航空運送事業許可取得

平成１４年 ８月 １日 運航開始

資本金 ２３億４，５５９円

主な株主

株式会社日本政策投資銀行 （１９．８％）
宮崎交通株式会社 （１７．０％）
ＡＮＡホールディングス株式会社 （１７．０％）
米良電機産業株式会社 （ ６．６％）
株式会社宮崎銀行 （ ２．７％）
羽田タートルサービス株式会社 （ １．８％）
株式会社テレビ宮崎 （ １．４％）
双日株式会社 （ １．３％）
宮崎空港ビル株式会社 （ １．１％）
那覇空港ビルディング株式会社 （ １．０％）

役 員

代表取締役社長 髙橋 宏輔
取締役副社長 峯尾 隆史
取締役 西尾 敏
取締役 添田 重行
取締役 藤村 弘
取締役 大野 和男
取締役 菊池 克賴
取締役 武井 浩昭
常勤監査役 日髙 雄一郎
監査役 原口 哲二
監査役 河野 文一

従業員数

８６４名（平成３１年４月１日現在）

使用航空機

ボーイング７３７型機 １４機
（座席数１７４席・１７６席）

運航路線数（２０１９年冬ダイヤ）

国内線 １１路線

羽田 ＝ 宮崎、熊本、長崎、大分、
鹿児島

中部 ＝ 鹿児島

那覇 ＝ 宮崎、鹿児島、神戸、中部、
新石垣



ボーイング式B737－800型

【諸元】

全　　幅 全　　長 全　　高 最大離陸重量 航続距離 巡航速度 座席数

３５．７９ｍ ３９．５０ｍ １２．５０ｍ ７９．０１０ｔ ３，７００ｋｍ ８５０ｋｍ／ｈ １７４席、１７６席
４



■位置：福岡市東南部（博多区）
博多駅より約３ｋｍ、地下鉄で約５分

■面積：３４６ｈａ

■滑走路：２,８００ｍ×６０ｍ

■運用時間／２４ｈ
利用時間／７：００～２２：００ （航空機騒音配慮のため）

■発着回数（平成３０年）
※ヘリを含む １８．０万回／年

（前年比、約１０１％）

※ヘリを除く １７．３万回／年
（前年比 約１０２％）

■利用状況（平成３０年）
旅客 国内 １,７８１万人 （前年比 約１０１％）

国際 ６８３万人 （ 〃 約１１１％）

計 ２,４６４万人 （ 〃 約１０４％）

貨物 国内 １８．６万トン （前年比 約 ９５％）

国際 ６．４万トン （ 〃 約１０１％）

計 ２５．０万トン （ 〃 約９６％）

■国内定期航空路線（令和元年１１月ダイヤ）
１２社 ２７路線 ３７０便（発着）／日

■国際定期航空路線（令和元年１１月ダイヤ）

２５社 ２０路線 ６３２便（発着）／週※経由便を含む

■運営権者：福岡国際空港（株）

■福岡空港平面図

■福岡空港への交通アクセス網 ： 高い利便性

福岡空港の概要
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北端同位置

中心線間隔
210 ｍ

【誘導路二重化関連】
H24(2012)年度 事業着手
2020年1月末 完成

○滑走路処理能力

【現状】 16.4万回/年（35回/時）

【誘導路二重化後】17.6万回/年（38回/時
※
）

※2020年3月末～

現滑走路
2,800m

国際線ターミナルビル

間隔
109 ｍ

間隔
184 ｍ

増設滑走路
2,500m

既設
誘導路

誘導路二重化

【滑走路増設関連】
H27(2015)年度 事業着手
2024年度 完成予定

○滑走路処理能力

【滑走路増設後】

18.8万回/年（40回/時）～

21.1万回／年（45回/時）※

※進入方式の高度化が必要であり、今後
の需要動向を踏まえ、地元の理解を得た
上で増枠を検討。

管制塔

新誘導路

福岡空港の「誘導路二重化」及び「滑走路増設事業」
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２０２０年夏ダイヤ～
ソラシドエア（ＳＮＪ）就航予定路線

福岡空港

２０１９年 冬ダイヤ

福岡

那覇

福岡

７



グループ 会社名
空港名

成田 羽田 関西 伊丹 福岡

ＡＮＡグループ 全日本空輸㈱ （ＡＮＡ） ○ ○ ○ ○ ○

ＡＮＡウイングス㈱ （ＡＫＸ） ○ ○ ○ ○ ○

Ｐｅａｃｈ Ａｖｉａｔｉｏｎ㈱ （ＡＰＪ） ○ ○ ○

ＪＡＬグループ 日本航空㈱ （ＪＡＬ） ○ ○ ○ ○ ○

日本トランスオーシャン航空㈱ （ＪＴＡ） ○ ○ ○

㈱ジェイエア （ＪＡＲ） ○ ○ ○ ○

日本エアコミューター㈱ （ＪＡＣ） ○ ○

ジェットスター・ジャパン㈱ （ＪＪＰ） ○ ○ ○

その他 スカイマーク㈱ （ＳＫＹ） ○ ○ ○

㈱ＡＩＲＤＯ （ＡＤＯ） ○

㈱ソラシドエア （ＳＮＪ） ○ （本申請）

㈱スターフライヤー （ＳＦＪ） ○ ○ ○

春秋航空日本㈱ （ＳＪＯ） ○

アイベックスエアラインズ㈱ （ＩＢＸ） ○ ○ ○

㈱フジドリームエアラインズ （ＦＤＡ） ○

㈱オリエンタルエアブリッジ （ＯＲＣ） ○

天草エアライン㈱ （ＡＭＸ） ○ ○

エアアジア・ジャパン㈱ （WAJ） ○

計 18社 8 社 9 社 8社 7 社 15社

（注） ○は許可空港。 ８

混雑空港運航許可事業者一覧
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○航空法（昭和二十七年法律第二百三十一号）抄
（混雑空港に係る特例）
第百七条の三 混雑空港（当該空港の使用状況に照らして、航空機の運航の安全を確保するため、当該空港における一日又は一定時間当たり
の離陸又は着陸の回数を制限する必要があるものとして国土交通省令で指定する空港をいう。以下同じ。）を使用して国内定期航空運送事
業を経営しようとする本邦航空運送事業者は、混雑空港ごとに、当該混雑空港を使用して運航を行うことについて国土交通大臣の許可を受
けなければならない。
２ 前項の許可を受けようとする本邦航空運送事業者は、当該混雑空港を使用空港とする路線に係る運航計画を記載した申請書を国土交通大
臣に提出しなければならない。
３ 国土交通大臣は、第一項の許可をしようとするときは、次の基準によつて、これをしなければならない。
一 運航計画が航空機の運航の安全上適切なものであること。
二 競争の促進、多様な輸送網の形成等を通じて利用者の利便に適合する輸送サービスを提供するものであること等当該混雑空港を適切か
つ合理的に使用するものであること。

４ 国土交通大臣は、第一項の許可をしようとするときは、同項の本邦航空運送事業者の当該混雑空港の従前の使用状況に配慮してこれをし
なければならない。
５ 第一項の許可の有効期間は、許可の日からその日の属する単位期間（当該混雑空港に係る同項の指定の日以後の期間を五年を超えない範
囲内において国土交通省令で定める年数ごとに区分した各期間をいう。）の末日までの期間とする。

（運輸審議会への諮問）
第百三十六条 国土交通大臣は、次に掲げる処分等をしようとするときは、運輸審議会に諮らなければならない。
一 第百五条第二項又は第百十二条の規定による運賃又は料金の変更の命令
二 第百七条の三第一項の規定による混雑空港を使用して運航を行うことの許可
三 第百十九条の規定による事業の停止の命令又は許可の取消し
四 第百三十四条の二の規定による基本的な方針の策定

○航空法施行規則（昭和二十七年運輸省令第五十六号）抄
（混雑空港に係る特例）
第二百十九条の二 法第百七条の三第一項の国土交通省令で指定する空港は次の表の上欄に掲げるとおりとし、同条第五項の国土交通省令で
定める年数は同表の上欄に掲げる空港ごとにそれぞれ同表の下欄に掲げるとおりとする。

混雑空港運航許可関係条文

成田国際空港 五年

東京国際空港 五年

関西国際空港 五年

大阪国際空港 五年

福岡空港 五年



当該申請が航空法第107条の3第3項各号に適合することの説明

１．運航計画が航空機の運航の安全上適切なものであること。（第一号）

◯福岡空港では、航空機の航行の安全確保等の観点から発着調整基準を定めているが、申請者の運航

計画は、これらの発着調整基準に合致している。

◯また、関係空港の発着時刻についても利用時間内であり、運航に必要な時間も十分に確保されている。

◯よって、航空機の運航の安全上適切なものであると認められる。

２．競争の促進、多様な輸送網の形成等を通じて利用者の利便に適合する輸送サービスを提供するもの

であること等当該混雑空港を適切かつ合理的に使用するものであること。（第二号）

◯申請者は、福岡空港を使用して福岡＝那覇線を令和２年３月２９日から１日１往復運航しようと

するものである。

◯申請のあった福岡＝那覇線は、全日本空輸が１日８往復、日本トランスオーシャン航空が１日６往復、

スカイマークが１日４往復、Peach Aviationが１日２往復を運航している競合路線であり、申請者の

参入によって、競争の促進が図られることとなる。

◯更に、他の航空会社の運航とあわせ、運航回数が増加し利用者の選択肢が広がることから、利用者
の利便に適合する輸送サービスが提供されるものである。

◯よって、当該混雑空港を適切かつ合理的に使用するものであると認められる。

以上１及び２により、当該申請は航空法第１０７条の３第３項各号の基準に適合するものと認められる。
１０



１．発着回数は次の回数を限度とする。

２．航空機の遅延による混雑を吸収するために、発着回数を抑制する
時間帯「ファイヤーブレイクゾーン」を設定する。

・ファイヤーブレイクゾーンは、１日２回、それぞれ１時間ずつ設ける
こととし、各ファイヤーブレイクゾーンにおける発着回数の上限は
２８回とする。

1時間の発着回数 ３８回

うち到着回数 ２０回

※２０２０年夏期スケジュール期間（R2.3.29～R2.10.24）は、金曜日１３：００～１３：５９及び２１：００～２１：５９に設定

滑走路増設に係る夜間工事時間の確保のため21時台後半への新たなダイヤ設定及びダイヤの後ろ倒しを
抑制する内容へ基準を改正（S18～)

福岡空港の発着調整基準

１１



航空保安業務提供時間（運用時間）及び利用時間等

１２

空港名 運用時間 利用時間 滑走路

福岡空港 ２４時間 ７:００～２２:００ ２，８００ｍ ※１

那覇空港 ２４時間 ２４時間 ３，０００ｍ ※２

[備考]

※１ 福岡空港滑走路増設事業 ･･･ ２０２５年３月末に増設滑走路（２，５００ｍ）が供用開始予定。

※２ 那覇空港滑走路増設事業 ･･･ ２０２０年３月末に増設滑走路（２，７００ｍ）が供用開始予定。



申請路線の運航会社

福 岡 ＝ 那 覇

～３月２８日 ３月２９日～（計画）

全日本空輸（ＡＮＡ） ８往復／日
（ボーイングＢ７３７、
ボーイングＢ７６７）

日本トランスオーシャン航空（ＪＴＡ）
６往復／日

（ボーイングＢ７３７）

スカイマーク（ＳＫＹ） ４往復／日
（ボーイングＢ７３７）

Peach Aviation（ＡＰＪ）２往復／日
（エアバスＡ３２０）

全日本空輸（ＡＮＡ） ８往復／日
（ボーイングＢ７３７、
ボーイングＢ７６７）

日本トランスオーシャン航空（ＪＴＡ）
６往復／日

（ボーイングＢ７３７）

スカイマーク（ＳＫＹ） ４往復／日
（ボーイングＢ７３７）

Peach Aviation（ＡＰＪ）２往復／日
（エアバスＡ３２０）

ソラシドエア（ＳＮＪ） １往復／日
（ボーイングＢ７３７）

１３



1,575,251 
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H26
（2014）

H27
（2015）

H28
（2016）

H29
（2017）

H30
（2018）

旅客数（人） 便数（便/日）

福岡＝那覇 輸送実績

[備考]便数は、各年度３月時点の数値。

旅客数
（人）

便数
（便／日）

年度

【H26年度】
ANA：9.0便
JTA：6.0便
SKY：4.0便
APJ：1.0便

利用率：69.0％

１４

【H27年度】
ANA：9.0便
JTA：6.0便
SKY：4.0便
APJ：2.0便

利用率：68.4％

【H28年度】
ANA：8.4便
JTA：6.0便
SKY：4.0便
APJ：2.0便

利用率：69.4％

【H29年度】
ANA：8.4便
JTA：6.0便
SKY：4.0便
APJ：2.0便

利用率：73.9％

【H30年度】
ANA：8.0便
JTA：6.0便
SKY：4.0便
APJ：2.0便

利用率：74.9％



ソラシドエア（ＳＮＪ） 機材繰り

１５

2019年3月29日～

STAY STAY

羽田 那覇

那覇 中部

中部 神戸

神戸 羽田

STAY STAY22時17時 18時 19時 20時 21時12時 13時 14時 15時 16時7時 8時 9時 10時 11時

7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時 22時

羽田ー鹿児島
7:25-9:15

鹿児島ー羽田
10:50-12:35

羽田ー鹿児島
13:15-15:05

鹿児島ー羽田
15:45-17:30

羽田ー鹿児島
18:10-20:00

鹿児島ー羽田
20:50-22:30

鹿児島ー那覇
9:55-11:25

那覇ー鹿児島
8:55-10:15

那覇ー石垣
18:00-19:00

石垣ー那覇
19:35-20:30

那覇ー神戸
14:45-16:45

神戸ー那覇
17:20-19:25

那覇ー神戸
20:00-22:00

神戸ー那覇
8:10-10:20

那覇ー中部
12:05-14:20

中部ー那覇
15:00-17:20

中部ー那覇
11:45-14:05

那覇ー中部
16:05-18:20

中部ー鹿児島
8:00-9:20

鹿児島ー中部
9:55-11:10

鹿児島ー中部
20:40-21:55

那覇ー福岡
11:10-12:55

福岡ー那覇
13:35-15:25

中部ー鹿児島
18:55-20:15



運 賃 比 較

１６

福岡 － 那覇

全日本空輸
（ＡＮＡ）

日本トランスオー
シャン航空
（ＪＴＡ）

スカイマーク
（ＳＫＹ）

Peach・Aviation
（ＡＰＪ）

ソラシドエア
（ＳＮＪ）

７，０２０円～
（ｽｰﾊﾟｰﾊﾞﾘｭｰ運賃）

３０，２２０円～
（普通運賃）

７，０２０円～
（ｳﾙﾄﾗ先得運賃）

３１，６２０円
（普通運賃）

４，９２０円～
（いま得運賃）

２０，０２０円
（普通運賃）

４，２１０円～
（ｼﾝﾌﾟﾙﾋﾟｰﾁ運賃）

９，５６０円～
（ﾌﾟﾗｲﾑﾋﾟｰﾁ運賃）

４，９２０円～
（バーゲン75運賃）

２８，７２０円
（普通運賃）

[備考]
・ 各社の代表的な運賃（通常期）を記載。
・ 航空会社の運賃は、旅客取扱施設使用料（那覇120円）を加算した金額。



福岡空港（国内線）の航空会社別の運航便数

１７

１８４．７往復／日

～２０１９年３月２８日

※既存の乗り入れ航空会社は２０１９年冬ダイヤの便数

ANA（24.2往復/日）
13.0%

AKX（24.5往復/日）
13.2%

JAL（21往復/日）
11.3%

JAR（22往復/日）
11.8%

JTA（6往復/日）
3.2%

JAC（4往復/日）
2.2%

SKY（18往復/日）
9.7%

SFJ（14往復/日）
7.5%

APJ（7往復/日）
3.8%

JJP（10.6往復/日）…

FDA（12往復/日）
6.5%

ORC（10往復/日）
5.4%

IBX（8往復/日）
4.3%

AMX（3往復/日）
1.6%

WAJ（0.4往復/日）
0.2%

SNJ(1往復/日)
0.5%

２０２０年３月２９日～（計画）

１８５．７往復／日



1,633万人 1,672万人 1,714万人 1,765万人 1,793万人
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福岡空港（国内線）の利用状況

１８

旅客数及び利用率 路線数及び便数旅客数 利用率 便数／日 路線数

年度



218.0 225.0 241.0 
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福岡空港（国際線）の利用状況

１９

旅客数及び貨物取扱量 週間発着回数便数／週貨物取扱量旅客数

年度


